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通
称
イ
チ
ョ
ウ
通
り
と
整

備
計
画
の
あ
る
新
河
岸
駅
前

通
り
線
に
全
長
１
㎞
の
自
転

車
レ
ー
ン
を
設
置
す
る
こ
と

は
、
高
階
ま
ち
づ
く
り
の
一

つ
と
し
て
有
効
と
考
え
る
が
。

　
市
長
※
　
通
称
イ
チ
ョ
ウ

通
り
に
自
転
車
レ
ー
ン
を
設

置
す
る
こ
と
は
可
能
だ
が
、

地
元
自
治
会
と
の
調
整
や
、

自
転
車
レ
ー
ン
と
歩
道
の
交

通
規
制
な
ど
、
関
係
機
関
と

の
協
議
が
必
要
と
考
え
る
。

新
河
岸
駅
前
通
り
線
は
、
駅

へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
で
あ
り
、

十
分
な
歩
道
幅
員
を
確
保
す

る
こ
と
を
最
優
先
に
考
え
、

そ
の
上
で
、
自
転
車
レ
ー
ン

に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
き

た
い
。
自
転
車
利
用
か
ら
の

ま
ち
づ
く
り
も
重
要
な
視
点

で
あ
る
と
考
え
る
の
で
、
歩

行
者
の
安
全
性
や
快
適
性
等

を
考
慮
し
、
検
討
し
た
い
。

　
行
政
評
価
の
課
題

　
自
転
車
レ
ー
ン
の
設
置

質問 質問

問答 　
市
内
に
あ
る
健
康
遊
具
設

置
公
園
が
40
ヶ
所
あ
る
。
案

内
版
設
置
や
回
遊
性
も
提
案

し
た
が
、
遊
具
の
機
能
を
介

護
予
防
事
業
に
活
用
す
べ
き

と
考
え
る
が
市
の
考
え
は
。

　
福
祉
部
長
　
現
在
、
さ
い

た
ま
市
に
お
い
て
、
民
間
委

託
に
よ
り
、
公
園
や
小
学
校

等
に
設
置
さ
れ
た
運
動
遊
具

を
用
い
、
腰
痛
予
防
や
転
倒

予
防
の
た
め
の
運
動
習
慣
を

身
に
付
け
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
「
介
護
予
防
う
ん
ど
う

教
室
」
を
実
施
し
、
ま
た
、

併
せ
て
、
こ
の
教
室
を
支
援

す
る
指
導
員
の
養
成
講
座
を

実
施
し
て
い
る
と
伺
っ
て
い

る
。
今
後
、
こ
の
よ
う
な
先

進
自
治
体
の
事
例
を
参
考
に

し
な
が
ら
、
指
導
者
の
確
保

等
の
課
題
を
含
め
健
康
遊
具

設
置
公
園
の
活
用
に
つ
い
て

検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

　
学
校
で
の
く
す
り
教
育

　
高
齢
者
向
け
健
康
遊
具

質問 質問

問答

公
明
党
　 

近
　
藤
　
芳
　
宏

高
階
ま
ち
づ
く
り
と
自
転
車

11

公
明
党
　
大
　
泉
　
一
　
夫

健
康
遊
具
付
公
園
の
有
効
活
用10

　
消
費
税
増
税
は
市
民
所
得

に
マ
イ
ナ
ス
で
全
体
の
税
収

を
減
ら
す
。
歳
入
増
に
は
主

要
財
源
の
市
税
を
増
や
す
べ

き
と
思
う
が
市
長
の
考
え
は
。

　
市
長
　
社
会
保
障
費
を
中

心
に
今
後
も
増
え
続
け
る
行

政
需
要
の
財
源
を
考
え
た
場

合
、
市
税
収
入
の
確
保
が
必

要
不
可
欠
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
。
そ
れ
に
は
国
か
ら

地
方
へ
の
税
源
移
譲
と
い
っ

た
抜
本
的
な
制
度
変
更
の
必

要
性
も
感
じ
て
い
る
が
、
現

状
で
は
一
層
の
課
税
客
体
の

把
握
、
収
納
率
の
向
上
及
び

課
税
対
象
を
増
や
し
て
い
く

た
め
の
施
策
の
充
実
な
ど
の

取
組
み
を
推
進
し
て
い
く
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。
今
後
さ

ら
に
暮
ら
し
や
す
さ
の
向
上

や
魅
力
の
あ
る
ま
ち
に
し
て

い
く
こ
と
で
納
税
者
数
の
増

加
を
図
り
、
市
税
の
収
入
増

に
つ
な
が
る
よ
う
努
め
た
い
。

　
消
費
税
増
税
と
市
財
政

質問

　
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋
経
済

連
携
協
定
）
に
参
加
し
た
場

合
、
医
療
分
野
で
国
民
皆
保

険
制
度
の
崩
壊
が
懸
念
さ
れ

て
い
る
が
市
民
へ
の
影
響
は

ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
伺
う
。

　
保
健
医
療
部
長
　
日
本
医

師
会
の
公
表
資
料
に
よ
る
と
、

病
院
経
営
へ
の
営
利
企
業
の

参
加
が
認
め
ら
れ
、
「
混
合

診
療
」
が
全
面
解
禁
さ
れ
る

と
、
利
益
幅
の
多
い
高
額
の

自
由
診
療
が
多
く
な
り
、
公

的
医
療
保
険
の
医
療
が
縮
小

し
、
地
方
の
病
院
、
診
療
所

な
ど
の
医
療
機
関
は
立
ち
行

か
な
く
な
る
と
し
て
い
る
。

　
政
府
の
資
料
に
よ
る
と
、

交
渉
で
は
医
療
に
係
る
分
野

は
含
ま
れ
て
い
な
い
が
、
医

師
会
は
他
の
分
野
か
ら
の
影

響
を
主
張
し
て
お
り
、
市
民

へ
の
影
響
に
つ
い
て
は
今
後

と
も
注
視
し
て
い
き
た
い
。

　
Ｔ
Ｐ
Ｐ
が
及
ぼ
す
影
響

　
寺
尾
地
域
の
諸
問
題

質問 質問

　
市
内
全
て
の
防
犯
灯
を
Ｌ

Ｅ
Ｄ
化
す
る
事
で
、
市
や
自

治
会
の
電
気
使
用
料
だ
け
で

無
く
、
蛍
光
灯
取
替
え
等
の

維
持
管
理
費
も
削
減
で
き
る
。

市
長
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

　
市
長
　
防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ

化
は
、
地
元
自
治
会
の
電
気

料
金
、
維
持
管
理
の
負
担
軽

減
と
併
せ
て
、
市
の
負
担
分

も
軽
減
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

今
後
実
施
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。

　
そ
の
方
法
と
し
て
、
段
階

的
に
行
う
こ
と
も
考
え
ら
れ

る
が
、
で
き
れ
ば
費
用
対
効

果
と
各
自
治
会
の
公
平
性
を

考
慮
し
、
ま
と
め
て
市
全
体

の
防
犯
灯
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
す
る

こ
と
が
、
効
果
的
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。
今
後
様
々
な

角
度
か
ら
検
討
し
、
防
犯
灯

の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
向
け
て
事
務

を
進
め
て
い
き
た
い
。

　
農
業
関
連
政
策

　
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
の
活
用

質問 質問

　
太
陽
光
発
電
に
よ
る
公
共

施
設
等
の
屋
根
貸
し
事
業
に

つ
い
て
、
長
野
県
飯
田
市
や

滋
賀
県
野
洲
市
の
よ
う
に
地

域
の
産
業
育
成
を
ふ
ま
え
た

形
態
で
行
っ
て
は
ど
う
か
。

　
環
境
部
長
　
公
共
施
設
の

屋
根
貸
し
に
お
け
る
活
用
は
、

地
域
産
業
の
育
成
や
市
内
の

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普

及
促
進
に
つ
な
が
る
と
考
え

ら
れ
る
。
ま
た
、
未
利
用
の

市
有
地
を
貸
し
付
け
る
こ
と

に
よ
る
太
陽
光
発
電
事
業
は
、

市
有
地
活
用
策
の
一
つ
で
あ

る
と
共
に
、
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
普
及
拡
大
に
効
果

的
な
事
業
と
考
え
て
い
る
。

　
現
在
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
固
定
価
格
買
取
制
度

の
動
向
や
、
太
陽
光
発
電
の

技
術
的
な
問
題
、
コ
ス
ト
等

の
課
題
に
つ
い
て
研
究
、
検

討
を
進
め
て
い
る
。

　
原
発
ゼ
ロ
へ
の
取
組
み
を

　
大
野
原
地
区
の
通
学
路

質問 質問

日
本
共
産
党
　 

今
　
野
　
英
　
子

Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
で
医
療
が
危
な
い

15

日
本
共
産
党
　 

川
　
口
　
知
　
子

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
促
進
を14

問答

問答

問答

問答

公
明
党
　 

小
ノ
澤
　
哲
　
也

防
犯
灯
は
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
す
べ
き
！

12

日
本
共
産
党
　
柿
　
田
　
有
　
一

消
費
税
に
頼
ら
ず
経
済
振
興
を13

　
学
習
指
導
要
領
の
改
訂
で
、

英
語
は
英
語
で
教
え
る
こ
と

を
基
本
と
し
て
い
る
が
、
市

立
高
校
で
は
、
ど
の
よ
う
な

準
備
が
進
ん
で
い
る
の
か
伺

う
。

　
学
校
教
育
部
長
　
市
立
川

越
高
校
に
お
け
る
英
語
の
授

業
に
つ
い
て
は
、
指
導
内
容

や
教
材
の
特
性
、
生
徒
の
実

態
に
応
じ
、
１
時
間
の
大
半

を
英
語
中
心
に
授
業
を
行
っ

て
い
る
。

　
来
年
度
に
向
け
た
準
備
に

つ
い
て
は
、
新
教
育
課
程
に

応
じ
て
普
通
科
１
・
２
年
生

の
授
業
時
数
を
週
あ
た
り
１

時
間
ず
つ
増
や
し
た
。

　
ま
た
、
情
報
処
理
科
及
び

国
際
経
済
科
の
３
年
生
の
授

業
時
数
を
週
あ
た
り
１
時
間

増
や
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
能
力
の
一
層
の
向
上
を

図
ろ
う
と
考
え
て
い
る
。

　
市
駅
西
口
と
周
辺
整
備

　
英
語
教
育

質問 質問

問答 　
原
則
短
時
間
勤
務
で
給
与

の
他
に
年
金
を
受
給
し
て
い

る
。
年
間
受
給
額
は
約
５
０

０
万
円
に
も
な
る
短
時
間
勤

務
の
再
任
用
制
度
。
制
度
見

直
し
が
必
要
で
は
な
い
か
？

　
市
長
　
再
任
用
制
度
に
つ

い
て
は
、
地
方
公
務
員
法
の

規
定
に
よ
り
、
従
前
の
勤
務

実
績
等
に
基
づ
く
選
考
に
よ

り
、
再
任
用
で
き
る
と
さ
れ

て
い
る
。
再
任
用
制
度
に
つ

い
て
は
、
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る

が
組
織
的
に
お
け
る
デ
メ
リ

ッ
ト
も
あ
る
な
ど
、
課
題
が

多
い
こ
と
も
認
識
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
議
員
指
摘
の
と
お

り
、
審
査
委
員
会
等
を
設
け
、

よ
り
適
正
に
再
任
用
職
員
を

任
用
す
る
こ
と
は
必
要
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
の
で
、

再
任
用
制
度
を
よ
り
効
果
的

に
運
用
で
き
る
よ
う
、
社
会

情
勢
や
国
の
動
向
を
見
極
め

な
が
ら
検
討
し
た
い
。

　
市
職
員
の
再
任
用
制
度

質問

問答

公
明
党
　
清
　
水
　
京
　
子

高
校
の
英
語
は
英
語
で
授
業
へ

5

み
ん
な
の
党
　 

明
ヶ
戸
　
亮
　
太

巧
妙
な
天
下
り
と
指
摘
！

4

　
男
女
共
同
参
画
の
推
進
の

た
め
、
女
性
職
員
の
管
理
職

の
登
用
・
各
審
議
会
へ
の
女

性
の
登
用
は
ど
ん
な
状
況
で
、

川
越
市
防
災
会
議
の
女
性
委

員
の
割
合
は
ど
う
か
。

　
市
民
部
長
※
　
女
性
管
理

職
の
平
成
24
年
４
月
１
日
現

在
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
管

理
職
３
３
１
人
の
う
ち
、
女

性
が
46
人
で
13
・
90
％
保
育

園
長
を
除
い
た
割
合
は
、

８
・
36
％
と
な
っ
て
い
る
。

　
審
議
会
等
へ
の
女
性
委
員

の
登
用
状
況
は
、
平
成
24
年

度
で
、
委
員
総
数
６
６
３
人

の
う
ち
女
性
の
委
員
数
は
２

０
６
人
で
、
そ
の
割
合
は
、

31
・
１
％
で
あ
る
。

　
ま
た
、
川
越
市
防
災
会
議

に
つ
い
て
は
、
平
成
24
年
10

月
24
日
、
女
性
委
員
を
新
た

に
１
人
任
命
し
た
こ
と
に
よ

り
、
女
性
委
員
の
割
合
は
5.4

％
に
増
加
し
て
い
る
。

　
男
女
共
同
参
画

質問

　
西
条
市
の
事
例
か
ら
、
川

越
市
と
し
て
様
々
な
部
分
で
、

子
ど
も
た
ち
を
対
象
と
し
た

取
り
組
み
は
考
え
ら
れ
な
い

か
伺
う
。

　
総
務
部
長
　
次
代
を
担
う

リ
ー
ダ
ー
育
成
の
一
環
と
し

て
の
防
災
教
育
と
い
た
し
ま

し
て
は
、
本
市
が
実
施
す
る

防
災
訓
練
等
で
の
取
り
組
み

は
も
と
よ
り
、
学
校
教
育
や

社
会
教
育
の
場
に
お
い
て
、

子
ど
も
た
ち
を
対
象
と
し
た

防
災
教
育
を
通
じ
た
取
り
組

み
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
る
必

要
が
あ
る
も
の
と
考
え
て
い

る
。

　
次
代
を
担
う
リ
ー
ダ
ー
の

育
成
に
つ
な
が
る
よ
う
、
教

育
委
員
会
、
防
災
、
消
防
、

地
域
等
の
関
係
機
関
・
団
体

が
連
携
、
協
力
し
て
取
り
組

ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
も
の

と
認
識
し
て
い
る
。

　
川
越
市
の
防
災
教
育

　
市
民
参
加
の
事
業
選
択

質問 質問

　
高
度
成
長
期
に
建
設
し
た

公
共
施
設
・
橋
・
上
下
水
道

管
の
１
年
間
の
更
新
費
用
は
、

１
４
５
億
円
と
推
計
さ
れ
た
。

市
が
、
捻
出
可
能
な
財
源
は
、

80
億
円
。
市
長
の
考
え
は
。

　
市
長
　
社
会
資
本
の
老
朽

化
は
、
安
全
な
市
民
生
活
を

脅
か
し
か
ね
な
い
問
題
で
あ

る
と
と
も
に
、
市
財
政
に
大

き
な
影
響
を
及
ぼ
す
重
要
な

課
題
だ
と
認
識
し
て
い
る
。

　
平
成
25
年
度
予
算
編
成
方

針
で
は
、
主
な
施
策
と
し
て

「
公
共
施
設
の
長
寿
命
化
推

進
」
を
掲
げ
、
公
共
施
設
の

安
全
性
の
確
保
と
延
命
化
に

努
め
て
い
こ
う
と
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
社

会
資
本
の
整
備
更
新
計
画
の

策
定
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

財
源
対
策
に
つ
い
て
も
検
討

し
て
ま
い
り
た
い
。

　
社
会
資
本
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

　
幼
稚
園
就
園
奨
励
費

　
川
越
の
観
光
Ｐ
Ｒ

質問 質問 質問

　
非
常
用
電
源
の
確
保
、
市

有
財
産
を
活
用
し
た
使
用
料

収
入
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
削

減
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
考
え

ら
れ
る
こ
の
事
業
を
検
討
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

　
環
境
部
長
　
屋
根
貸
し
の

実
施
に
は
、
事
業
者
の
経
済

産
業
省
へ
の
設
備
認
定
の
申

請
と
東
京
電
力
と
の
協
議
が

必
要
に
な
る
。
事
前
準
備
と

し
て
は
、
多
数
の
市
有
施
設

か
ら
候
補
と
な
る
施
設
の
選

定
や
事
業
者
の
公
募
及
び
契

約
方
法
、
発
電
設
備
の
施
工

及
び
維
持
管
理
体
制
の
確
立

な
ど
、
多
岐
に
渡
る
詳
細
な

検
討
が
必
要
に
な
る
。
ま
た
、

構
造
面
の
検
討
も
重
要
な
課

題
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
具
体

的
な
検
討
を
行
っ
た
経
緯
は

な
い
が
、
埼
玉
県
に
よ
る
勉

強
会
に
出
席
し
、
今
後
の
検

討
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

　
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策

　
自
校
式
給
食
の
検
討
状
況

質問 質問

公
明
党
　 

中
　
村
　
文
　
明

学
校
で
の
防
災
教
育
を
急
げ

9

無
所
属
　 

川
　
口
　
啓
　
介

屋
根
貸
し
事
業
の
検
討
を

8

問答

問答

問答

問答

公
明
党
　 

若
　
狭
　
み
ど
り

老
朽
施
設
と
イ
ン
フ
ラ
の
更
新

6

や
ま
ぶ
き
会
　 

髙
　
梨
　
淑
　
子

女
性
委
員
へ
の
積
極
的
登
用

7



 平成25年１月25日発行（9） 議　会　だ　よ　り 平成25年１月25日発行 （8）議　会　だ　よ　り

　
通
称
イ
チ
ョ
ウ
通
り
と
整

備
計
画
の
あ
る
新
河
岸
駅
前

通
り
線
に
全
長
１
㎞
の
自
転

車
レ
ー
ン
を
設
置
す
る
こ
と

は
、
高
階
ま
ち
づ
く
り
の
一

つ
と
し
て
有
効
と
考
え
る
が
。

　
市
長
※
　
通
称
イ
チ
ョ
ウ

通
り
に
自
転
車
レ
ー
ン
を
設

置
す
る
こ
と
は
可
能
だ
が
、

地
元
自
治
会
と
の
調
整
や
、

自
転
車
レ
ー
ン
と
歩
道
の
交

通
規
制
な
ど
、
関
係
機
関
と

の
協
議
が
必
要
と
考
え
る
。

新
河
岸
駅
前
通
り
線
は
、
駅

へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
で
あ
り
、

十
分
な
歩
道
幅
員
を
確
保
す

る
こ
と
を
最
優
先
に
考
え
、

そ
の
上
で
、
自
転
車
レ
ー
ン

に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
き

た
い
。
自
転
車
利
用
か
ら
の

ま
ち
づ
く
り
も
重
要
な
視
点

で
あ
る
と
考
え
る
の
で
、
歩

行
者
の
安
全
性
や
快
適
性
等

を
考
慮
し
、
検
討
し
た
い
。

　
行
政
評
価
の
課
題

　
自
転
車
レ
ー
ン
の
設
置

質問 質問

問答 　
市
内
に
あ
る
健
康
遊
具
設

置
公
園
が
40
ヶ
所
あ
る
。
案

内
版
設
置
や
回
遊
性
も
提
案

し
た
が
、
遊
具
の
機
能
を
介

護
予
防
事
業
に
活
用
す
べ
き

と
考
え
る
が
市
の
考
え
は
。

　
福
祉
部
長
　
現
在
、
さ
い

た
ま
市
に
お
い
て
、
民
間
委

託
に
よ
り
、
公
園
や
小
学
校

等
に
設
置
さ
れ
た
運
動
遊
具

を
用
い
、
腰
痛
予
防
や
転
倒

予
防
の
た
め
の
運
動
習
慣
を

身
に
付
け
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
「
介
護
予
防
う
ん
ど
う

教
室
」
を
実
施
し
、
ま
た
、

併
せ
て
、
こ
の
教
室
を
支
援

す
る
指
導
員
の
養
成
講
座
を

実
施
し
て
い
る
と
伺
っ
て
い

る
。
今
後
、
こ
の
よ
う
な
先

進
自
治
体
の
事
例
を
参
考
に

し
な
が
ら
、
指
導
者
の
確
保

等
の
課
題
を
含
め
健
康
遊
具

設
置
公
園
の
活
用
に
つ
い
て

検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

　
学
校
で
の
く
す
り
教
育

　
高
齢
者
向
け
健
康
遊
具

質問 質問

問答

公
明
党
　 

近
　
藤
　
芳
　
宏

高
階
ま
ち
づ
く
り
と
自
転
車

11

公
明
党
　
大
　
泉
　
一
　
夫

健
康
遊
具
付
公
園
の
有
効
活
用10

　
消
費
税
増
税
は
市
民
所
得

に
マ
イ
ナ
ス
で
全
体
の
税
収

を
減
ら
す
。
歳
入
増
に
は
主

要
財
源
の
市
税
を
増
や
す
べ

き
と
思
う
が
市
長
の
考
え
は
。

　
市
長
　
社
会
保
障
費
を
中

心
に
今
後
も
増
え
続
け
る
行

政
需
要
の
財
源
を
考
え
た
場

合
、
市
税
収
入
の
確
保
が
必

要
不
可
欠
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
。
そ
れ
に
は
国
か
ら

地
方
へ
の
税
源
移
譲
と
い
っ

た
抜
本
的
な
制
度
変
更
の
必

要
性
も
感
じ
て
い
る
が
、
現

状
で
は
一
層
の
課
税
客
体
の

把
握
、
収
納
率
の
向
上
及
び

課
税
対
象
を
増
や
し
て
い
く

た
め
の
施
策
の
充
実
な
ど
の

取
組
み
を
推
進
し
て
い
く
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。
今
後
さ

ら
に
暮
ら
し
や
す
さ
の
向
上

や
魅
力
の
あ
る
ま
ち
に
し
て

い
く
こ
と
で
納
税
者
数
の
増

加
を
図
り
、
市
税
の
収
入
増

に
つ
な
が
る
よ
う
努
め
た
い
。

　
消
費
税
増
税
と
市
財
政

質問

　
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋
経
済

連
携
協
定
）
に
参
加
し
た
場

合
、
医
療
分
野
で
国
民
皆
保

険
制
度
の
崩
壊
が
懸
念
さ
れ

て
い
る
が
市
民
へ
の
影
響
は

ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
伺
う
。

　
保
健
医
療
部
長
　
日
本
医

師
会
の
公
表
資
料
に
よ
る
と
、

病
院
経
営
へ
の
営
利
企
業
の

参
加
が
認
め
ら
れ
、
「
混
合

診
療
」
が
全
面
解
禁
さ
れ
る

と
、
利
益
幅
の
多
い
高
額
の

自
由
診
療
が
多
く
な
り
、
公

的
医
療
保
険
の
医
療
が
縮
小

し
、
地
方
の
病
院
、
診
療
所

な
ど
の
医
療
機
関
は
立
ち
行

か
な
く
な
る
と
し
て
い
る
。

　
政
府
の
資
料
に
よ
る
と
、

交
渉
で
は
医
療
に
係
る
分
野

は
含
ま
れ
て
い
な
い
が
、
医

師
会
は
他
の
分
野
か
ら
の
影

響
を
主
張
し
て
お
り
、
市
民

へ
の
影
響
に
つ
い
て
は
今
後

と
も
注
視
し
て
い
き
た
い
。

　
Ｔ
Ｐ
Ｐ
が
及
ぼ
す
影
響

　
寺
尾
地
域
の
諸
問
題

質問 質問

　
市
内
全
て
の
防
犯
灯
を
Ｌ

Ｅ
Ｄ
化
す
る
事
で
、
市
や
自

治
会
の
電
気
使
用
料
だ
け
で

無
く
、
蛍
光
灯
取
替
え
等
の

維
持
管
理
費
も
削
減
で
き
る
。

市
長
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

　
市
長
　
防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ

化
は
、
地
元
自
治
会
の
電
気

料
金
、
維
持
管
理
の
負
担
軽

減
と
併
せ
て
、
市
の
負
担
分

も
軽
減
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

今
後
実
施
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。

　
そ
の
方
法
と
し
て
、
段
階

的
に
行
う
こ
と
も
考
え
ら
れ

る
が
、
で
き
れ
ば
費
用
対
効

果
と
各
自
治
会
の
公
平
性
を

考
慮
し
、
ま
と
め
て
市
全
体

の
防
犯
灯
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
す
る

こ
と
が
、
効
果
的
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。
今
後
様
々
な

角
度
か
ら
検
討
し
、
防
犯
灯

の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
向
け
て
事
務

を
進
め
て
い
き
た
い
。

　
農
業
関
連
政
策

　
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
の
活
用

質問 質問

　
太
陽
光
発
電
に
よ
る
公
共

施
設
等
の
屋
根
貸
し
事
業
に

つ
い
て
、
長
野
県
飯
田
市
や

滋
賀
県
野
洲
市
の
よ
う
に
地

域
の
産
業
育
成
を
ふ
ま
え
た

形
態
で
行
っ
て
は
ど
う
か
。

　
環
境
部
長
　
公
共
施
設
の

屋
根
貸
し
に
お
け
る
活
用
は
、

地
域
産
業
の
育
成
や
市
内
の

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普

及
促
進
に
つ
な
が
る
と
考
え

ら
れ
る
。
ま
た
、
未
利
用
の

市
有
地
を
貸
し
付
け
る
こ
と

に
よ
る
太
陽
光
発
電
事
業
は
、

市
有
地
活
用
策
の
一
つ
で
あ

る
と
共
に
、
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
普
及
拡
大
に
効
果

的
な
事
業
と
考
え
て
い
る
。

　
現
在
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
固
定
価
格
買
取
制
度

の
動
向
や
、
太
陽
光
発
電
の

技
術
的
な
問
題
、
コ
ス
ト
等

の
課
題
に
つ
い
て
研
究
、
検

討
を
進
め
て
い
る
。

　
原
発
ゼ
ロ
へ
の
取
組
み
を

　
大
野
原
地
区
の
通
学
路

質問 質問

日
本
共
産
党
　 

今
　
野
　
英
　
子

Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
で
医
療
が
危
な
い

15

日
本
共
産
党
　 

川
　
口
　
知
　
子

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
促
進
を14

問答

問答

問答

問答

公
明
党
　 

小
ノ
澤
　
哲
　
也

防
犯
灯
は
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
す
べ
き
！

12

日
本
共
産
党
　
柿
　
田
　
有
　
一

消
費
税
に
頼
ら
ず
経
済
振
興
を13

　
学
習
指
導
要
領
の
改
訂
で
、

英
語
は
英
語
で
教
え
る
こ
と

を
基
本
と
し
て
い
る
が
、
市

立
高
校
で
は
、
ど
の
よ
う
な

準
備
が
進
ん
で
い
る
の
か
伺

う
。

　
学
校
教
育
部
長
　
市
立
川

越
高
校
に
お
け
る
英
語
の
授

業
に
つ
い
て
は
、
指
導
内
容

や
教
材
の
特
性
、
生
徒
の
実

態
に
応
じ
、
１
時
間
の
大
半

を
英
語
中
心
に
授
業
を
行
っ

て
い
る
。

　
来
年
度
に
向
け
た
準
備
に

つ
い
て
は
、
新
教
育
課
程
に

応
じ
て
普
通
科
１
・
２
年
生

の
授
業
時
数
を
週
あ
た
り
１

時
間
ず
つ
増
や
し
た
。

　
ま
た
、
情
報
処
理
科
及
び

国
際
経
済
科
の
３
年
生
の
授

業
時
数
を
週
あ
た
り
１
時
間

増
や
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
能
力
の
一
層
の
向
上
を

図
ろ
う
と
考
え
て
い
る
。

　
市
駅
西
口
と
周
辺
整
備

　
英
語
教
育

質問 質問

問答 　
原
則
短
時
間
勤
務
で
給
与

の
他
に
年
金
を
受
給
し
て
い

る
。
年
間
受
給
額
は
約
５
０

０
万
円
に
も
な
る
短
時
間
勤

務
の
再
任
用
制
度
。
制
度
見

直
し
が
必
要
で
は
な
い
か
？

　
市
長
　
再
任
用
制
度
に
つ

い
て
は
、
地
方
公
務
員
法
の

規
定
に
よ
り
、
従
前
の
勤
務

実
績
等
に
基
づ
く
選
考
に
よ

り
、
再
任
用
で
き
る
と
さ
れ

て
い
る
。
再
任
用
制
度
に
つ

い
て
は
、
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る

が
組
織
的
に
お
け
る
デ
メ
リ

ッ
ト
も
あ
る
な
ど
、
課
題
が

多
い
こ
と
も
認
識
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
議
員
指
摘
の
と
お

り
、
審
査
委
員
会
等
を
設
け
、

よ
り
適
正
に
再
任
用
職
員
を

任
用
す
る
こ
と
は
必
要
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
の
で
、

再
任
用
制
度
を
よ
り
効
果
的

に
運
用
で
き
る
よ
う
、
社
会

情
勢
や
国
の
動
向
を
見
極
め

な
が
ら
検
討
し
た
い
。

　
市
職
員
の
再
任
用
制
度

質問

問答

公
明
党
　
清
　
水
　
京
　
子

高
校
の
英
語
は
英
語
で
授
業
へ

5

み
ん
な
の
党
　 

明
ヶ
戸
　
亮
　
太

巧
妙
な
天
下
り
と
指
摘
！

4

　
男
女
共
同
参
画
の
推
進
の

た
め
、
女
性
職
員
の
管
理
職

の
登
用
・
各
審
議
会
へ
の
女

性
の
登
用
は
ど
ん
な
状
況
で
、

川
越
市
防
災
会
議
の
女
性
委

員
の
割
合
は
ど
う
か
。

　
市
民
部
長
※
　
女
性
管
理

職
の
平
成
24
年
４
月
１
日
現

在
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
管

理
職
３
３
１
人
の
う
ち
、
女

性
が
46
人
で
13
・
90
％
保
育

園
長
を
除
い
た
割
合
は
、

８
・
36
％
と
な
っ
て
い
る
。

　
審
議
会
等
へ
の
女
性
委
員

の
登
用
状
況
は
、
平
成
24
年

度
で
、
委
員
総
数
６
６
３
人

の
う
ち
女
性
の
委
員
数
は
２

０
６
人
で
、
そ
の
割
合
は
、

31
・
１
％
で
あ
る
。

　
ま
た
、
川
越
市
防
災
会
議

に
つ
い
て
は
、
平
成
24
年
10

月
24
日
、
女
性
委
員
を
新
た

に
１
人
任
命
し
た
こ
と
に
よ

り
、
女
性
委
員
の
割
合
は
5.4

％
に
増
加
し
て
い
る
。

　
男
女
共
同
参
画

質問

　
西
条
市
の
事
例
か
ら
、
川

越
市
と
し
て
様
々
な
部
分
で
、

子
ど
も
た
ち
を
対
象
と
し
た

取
り
組
み
は
考
え
ら
れ
な
い

か
伺
う
。

　
総
務
部
長
　
次
代
を
担
う

リ
ー
ダ
ー
育
成
の
一
環
と
し

て
の
防
災
教
育
と
い
た
し
ま

し
て
は
、
本
市
が
実
施
す
る

防
災
訓
練
等
で
の
取
り
組
み

は
も
と
よ
り
、
学
校
教
育
や

社
会
教
育
の
場
に
お
い
て
、

子
ど
も
た
ち
を
対
象
と
し
た

防
災
教
育
を
通
じ
た
取
り
組

み
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
る
必

要
が
あ
る
も
の
と
考
え
て
い

る
。

　
次
代
を
担
う
リ
ー
ダ
ー
の

育
成
に
つ
な
が
る
よ
う
、
教

育
委
員
会
、
防
災
、
消
防
、

地
域
等
の
関
係
機
関
・
団
体

が
連
携
、
協
力
し
て
取
り
組

ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
も
の

と
認
識
し
て
い
る
。

　
川
越
市
の
防
災
教
育

　
市
民
参
加
の
事
業
選
択

質問 質問

　
高
度
成
長
期
に
建
設
し
た

公
共
施
設
・
橋
・
上
下
水
道

管
の
１
年
間
の
更
新
費
用
は
、

１
４
５
億
円
と
推
計
さ
れ
た
。

市
が
、
捻
出
可
能
な
財
源
は
、

80
億
円
。
市
長
の
考
え
は
。

　
市
長
　
社
会
資
本
の
老
朽

化
は
、
安
全
な
市
民
生
活
を

脅
か
し
か
ね
な
い
問
題
で
あ

る
と
と
も
に
、
市
財
政
に
大

き
な
影
響
を
及
ぼ
す
重
要
な

課
題
だ
と
認
識
し
て
い
る
。

　
平
成
25
年
度
予
算
編
成
方

針
で
は
、
主
な
施
策
と
し
て

「
公
共
施
設
の
長
寿
命
化
推

進
」
を
掲
げ
、
公
共
施
設
の

安
全
性
の
確
保
と
延
命
化
に

努
め
て
い
こ
う
と
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
社

会
資
本
の
整
備
更
新
計
画
の

策
定
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

財
源
対
策
に
つ
い
て
も
検
討

し
て
ま
い
り
た
い
。

　
社
会
資
本
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

　
幼
稚
園
就
園
奨
励
費

　
川
越
の
観
光
Ｐ
Ｒ

質問 質問 質問

　
非
常
用
電
源
の
確
保
、
市

有
財
産
を
活
用
し
た
使
用
料

収
入
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
削

減
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
考
え

ら
れ
る
こ
の
事
業
を
検
討
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

　
環
境
部
長
　
屋
根
貸
し
の

実
施
に
は
、
事
業
者
の
経
済

産
業
省
へ
の
設
備
認
定
の
申

請
と
東
京
電
力
と
の
協
議
が

必
要
に
な
る
。
事
前
準
備
と

し
て
は
、
多
数
の
市
有
施
設

か
ら
候
補
と
な
る
施
設
の
選

定
や
事
業
者
の
公
募
及
び
契

約
方
法
、
発
電
設
備
の
施
工

及
び
維
持
管
理
体
制
の
確
立

な
ど
、
多
岐
に
渡
る
詳
細
な

検
討
が
必
要
に
な
る
。
ま
た
、

構
造
面
の
検
討
も
重
要
な
課

題
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
具
体

的
な
検
討
を
行
っ
た
経
緯
は

な
い
が
、
埼
玉
県
に
よ
る
勉

強
会
に
出
席
し
、
今
後
の
検

討
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

　
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策

　
自
校
式
給
食
の
検
討
状
況

質問 質問

公
明
党
　 

中
　
村
　
文
　
明

学
校
で
の
防
災
教
育
を
急
げ

9

無
所
属
　 

川
　
口
　
啓
　
介

屋
根
貸
し
事
業
の
検
討
を

8

問答

問答

問答

問答

公
明
党
　 

若
　
狭
　
み
ど
り

老
朽
施
設
と
イ
ン
フ
ラ
の
更
新

6

や
ま
ぶ
き
会
　 

髙
　
梨
　
淑
　
子

女
性
委
員
へ
の
積
極
的
登
用

7


